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報 道 発 表 

令 和 ２ 年 10 月 ５ 日 

地 震 火 山 部 

 

11月５日に緊急地震速報の訓練を行います 

～自分の命を守るためにご参加ください～ 

 

 

 

 

 緊急地震速報は見聞きしてから強い揺れに襲われるまでの時間がごくわずかであり、そ

の短い間に、慌てずに身を守るなどの防災対応をとるためには日頃からの訓練を通して実

際に行動をとり経験することが重要です。 

 緊急地震速報を見聞きした際の行動を確認するため、内閣府、消防庁及び気象庁は、平

成20年度より年２回、緊急地震速報の全国的な訓練を国の機関や地方公共団体のほか、学

校、民間企業等や個人にも幅広く呼びかけて実施しています。 

今年度２回目の訓練は、令和２年11月５日（木）に別紙のとおり実施しますので、自分

の命を守るために積極的にご参加ください。 

 なお、気象庁は訓練の実施を計画している機関や団体等に対して訓練用の緊急地震速報

（予報及び警報）を配信しますが、基本的に、テレビやラジオ、携帯電話（スマートフォ

ンを含む）の緊急速報メール／エリアメールで訓練用の緊急地震速報が放送又は報知され

ることはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先：地震火山部 地震津波監視課 地震津波防災推進室 吉川・古謝・竹本 

電話 03-3212-8341（内線 4556・4712） FAX 03-3212-2857 
 

 緊急地震速報の訓練を 11 月５日（木）10 時 00 分頃に実施いたします。 

このたび実施概要を決定したので公表いたします。 
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別紙 

令和２年 11月５日 緊急地震速報訓練の概要 

 

１．実施日時 

  令和２年11月５日（木） 10時00分頃（気象庁からの訓練用緊急地震速報の配信時刻） 

※気象・地震活動の状況等によっては、訓練用の緊急地震速報の配信を急きょ中止

する場合がありますので、ご了承ください。中止を決定した場合には、速やかに

気象庁ホームページ等でお知らせします。 

 

２．参加機関 

国の機関、地方公共団体、学校、企業等で訓練に参加する機関は「５．訓練特設ホ

ームページ」で順次公表します。 

 

３．訓練の方法 

訓練参加機関（国の機関、地方公共団体、学校、民間企業等）が行う緊急地震速報

の放送・報知にあわせて、安全な場所に移動するなどの身の安全を守る行動訓練を行

ってください。携帯電話の緊急速報メール／エリアメールで訓練用の緊急地震速報が

報知されることはありませんが、登録した訓練の日時になると緊急地震速報の専用ブ

ザー音が鳴動するスマートフォンのアプリ等を利用し、専用ブザー音をきっかけに避

難行動をとる訓練を行うことができます【参考１】。 

訓練参加機関が行う訓練の内容については訓練参加機関のホームページや広報誌

などのお知らせをご確認いただき、積極的に訓練へご参加ください。またこの他に、

一部の地方公共団体等が本訓練に対応した一斉防災訓練『ShakeOut（シェイクアウト）』

に参加しています【参考２】。 

 

○緊急地震速報の放送・報知例 

 ・市区町村が実施する防災行政無線の放送 

 ・行政機関等の建物における館内放送 

 ・緊急地震速報の専用受信端末への訓練用緊急地震速報の配信 

 

４．注意事項等 

（１）テレビやラジオからは、基本的に、訓練用の緊急地震速報が放送されることはあり

ません。ただし、一部の市区町村においては、ＣＡＴＶ放送やコミュニティＦＭ放送

により、訓練用の緊急地震速報が配信される場合があります。市区町村が行う訓練の

内容をご確認ください。 

（２）携帯電話（スマートフォンを含む）の緊急速報メールにより訓練用の緊急地震速報

が報知されることはありません。ただし、一部の市区町村においては、緊急速報メー

ルにより訓練用の避難準備・高齢者等避難開始等が配信される場合があります。市区
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別紙 

町村が行う訓練の内容をご確認ください。 

 

５．訓練特設ホームページ 

訓練の詳細及び最新情報は、以下の訓練特設ページでご確認ください。 

「緊急地震速報の訓練（令和２年11月５日）」（気象庁ホームページ） 

https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/kunren/2020/02/kunren.html 
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参考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考１】専用受信端末に訓練用の緊急地震速報が配信されない場合や、専用受信端末

をお持ちでない場合の訓練の実施方法 

 

（１）専用受信端末の訓練用機能を利用する 

緊急地震速報を受信しない場合であっても、専用受信端末によっては訓練用の報

知等ができる機能を有する受信端末があります。訓練用機能の有無や利用方法につ

いては、ご契約の事業者にお問い合わせください。 

 

（２）気象庁が提供する訓練用動画を利用する 

気象庁では、緊急地震速報がテレビで放送される場面を想定した訓練用動画をホ

ームページで公開しています。これを利用して緊急地震速報の行動訓練を実施する

ことができます。 

https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/kunren/kit.html 

 

（３）スマートフォンのアプリを利用する 

スマートフォンの訓練用アプリを用いて、緊急地震速報（緊急速報メール／エリ

アメール）専用ブザー音の報知による訓練を実施することができます。 

https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/kunren/kunren-app.html 

【参考２】シェイクアウトについて 

 

指定された日時に、地震から身を守るための３つの安全確保行動（①まず低く、

②頭を守り、③動かない）を各人がいる場所（職場、学校、外出先等）で約１分間

行うという訓練です。「効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議（シェイクアウト提

唱会議）」は、今回の訓練に合わせた全国的なシェイクアウトの実施について呼び

かけを行っています。 

効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議ＵＲＬ http://shakeout.jp/ 

 

【参考３】気象庁ホームページ「地震から身を守るために」 

 日本は、世界有数の地震大国で、これまで多くの地震や津波による災害を経験して

きました。大きな被害をもたらす地震は特定の地域に限って発生しているわけではな

く、全国各地で発生しています。 

 気象庁は、このような地震災害を防止・軽減するために緊急地震速報、地震情報等

を発表し、注意や警戒を呼びかけています。突然襲ってくる地震から身を守るために

は、これらの情報を理解し、迅速な避難（安全確保）及び日頃からの備えを行うこと

が重要です。地震から身を守る行動の具体例の紹介や各種の地震情報へのポータルサ

イト「地震から身を守るために」がありますので、ご活用ください。 

   https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/jishin_bosai/index.html 

 


